
　　　　

令和7 年 1 月 10 日

平日 9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

土曜日
長期休暇

8 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・毎月の制作・季節の遊び（お花見散策、水遊び、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、正月遊び、節分など）・食育クッキング・阿久根市文化祭制作展示・卒業を祝う会
※季節の変化を感じられるよう、季節や天候に合わせて活動を計画しています。

（別添資料１）

家族支援
・ご家族の子育ての悩み、困りごとに対する相談援助。
・福祉サービスや障害特性などに関する情報提供。
・子どもに関する定期的な情報交換。

移行支援
・ご家族へ移行先についての情報提供。
・移行先との情報共有や支援方法の伝達。
・子どもの情報提供及びご家族の意向などについての伝達。

地域支援・地域連携
・医療機関、保健所、児童相談所などの専門機関や、学校関係者、他事業所
　、各市町村福祉課、相談支援事業所との情報共有と支援体制の構築。

職員の質の向上
・毎月1回内部研修（人権擁護・虐待防止などから、感染対策・災害
　対策・障害特性についてなど、幅広いテーマで実施）
・毎月2回のスタッフ会議（活動計画、行事計画、支援検討など）

支　援　内　容

・健康状態の把握（来所時の体温測定、連絡帳により家庭での健康状態の把握）心身の状態の把握（送迎時にご家族や学校からの情報収集を行う）※支援中も表情や言動をよく観察し
　健康状態の把握に努めます。
・スケジュール表を用いて一日の流れを見通しをもって過ごせるように支援し、生活習慣を形成します。

・基本的生活スキル（食事をとる・身の回りを整える・排泄・衣服の着脱など）が身に付くよう支援します。
・身体を使った遊びや体操（鬼ごっこや風船バレーから、ボッチャやモルックなどのスポーツ）を行い、体力の向上、健康維持を目指します。
・感覚に特性のある子どもへの配慮（イヤーマフの使用、個室利用などの環境設定）に努めます。

本
人
支
援

・音楽を聞きながら動く遊び（ダンシング玉入れ・いす取りゲームなど）や触覚を刺激する活動（寒天遊び・ねんど制作・ハンカチ落とし・新聞紙遊びなど）など、五感を使った遊
　びや、季節に合わせた制作や散策を実施しています。
・時計を見ながら活動することで、時間への興味を高め、時間を意識して行動できるよう支援しています。

・絵本の読み聞かせを行うことで言葉の幅を広げ、聞く力を育てます。また、当番活動を通して、人前で話す経験を積み重ねていきます。
・様々な言葉遊び（ジェスチャーゲーム・文字並べ替えクイズ・しりとりなど）を通して、言葉への興味関心を高め、意味理解を深めていきます。

・活動の中で子ども同士で話し合う場面を多く取り入れることで、自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちを理解する力を育てます。
・遊びや制作活動において、チームで取り組むことで、気持ち（楽しさ・悔しさ・達成感など）を共有し、集団で活動する楽しさを味わうことで、対人関係を良好に維持し社会性を
　高め、その場に合った振る舞いが出来るように支援していきます。

支援方針
子どもの将来を見据え、日常生活や社会生活を円滑に営めるよう支援していきます。そのために、ご家族や関係機関と協力し、子ども一人ひとりの発達の状態や特性に応じた支援を行いま
す。また、ご家族の子育ての悩みや、子どもの将来の姿について、一緒に考え助言や支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

※近隣学校や指定場所への迎えのみ

法人（事業所）理念
私たちは、社会福祉法人の名に恥じない信頼される組織を目指しています。経営の透明性をもち、活力ある社会福祉の増進に励み、人を大切にし、ゆるぎない経営基盤の強化に努めなが
ら、みんなが集う地域の明るい福祉の場となるような法人を、私たちは目指しています。

事業所名
社会福祉法人　黒潮会
あいわの里子ども療育センター

作成日支援プログラム（参考様式）


